
 
 
 
 
 
 

平成 27 年 7 月 31 日【夏休み出校日】  1 年Ｆ組 学級通信 No.15 
   

 
夏休みに入る前、「夏休みを通してみなさんが身体的にも精神的にも大きく成長することを期待しています。」

と伝えました。今までの夏休みを振り返っていかがでしょうか？充実した夏休みを過ごせていますか？部活動で

忙しい人、勉強や塾で忙しい人など様々だと思います。それぞれの場で、自分のすべきことをしっかりと行って、

夏休み後半も引き続き生活して欲しいと思います。健康にはくれぐれも気をつけて！ 
夏休みの間に学校に入ってきた情報を聞いていると、Ｆ組に限らず、１年生全体でスマートフォンにおけるト

ラブルが大なり小なり起きていると感じます。一部の子で問題が起きているという印象がみなさんには強いと思

いますが、誰がというわけではなく、インターネットというネットワークでつながっている現代、誰もが加害者

や被害者になる危険性があるという思いをもって欲しいと感じます。 
先日、インターネットに関する講習会に参加したので、そこで聞いたことを少し伝えます。みなさんの現状を

思い浮かべて、読んで欲しいです。スマートフォンをもっていない人も、将来役に立つことだと思います。 
インターネットを利用してコミュニケーション（LINE やメールなど）をしたり、インターネットに情報を発

信（SNS など）したりする際、インターネットの６つの特徴をしっかりと知っておく必要があります。 
特徴１つ目 【 公開性 】 
  インターネットは世界中に開かれているため、基本的には誰でも見ることができる。 
  裏をかえすと、インターネット上の誰が見ているか分からない。 
特徴２つ目 【 信憑性（しんぴょうせい） 】 
  誰でも自由に発言ができるため、情報や相手の発言が正しいか正しくないかを確認しにくい。 
  自分で判断をし、間違った情報に惑わされないようにしなくてはいけない。 
特徴３つ目 【 記録性 】 
  一度発信した情報は、誰かにコピーされて広がり続ける可能性がある。 
  つまり、一度発信した情報を完全に削除できない可能性が高い。 
特徴４つ目 【 侵入可能性 】 
  悪意をもった他者に不正使用されたり、アクセスされる危険性がある。 
  ウイルスなどに感染することにより、情報がもれてしまうこともある。 
特徴５つ目 【 追跡性 】 
  警察は情報の発信元の機器を特定できる。 
  様々な発言や投稿写真などを寄せ集め、第三者に個人を特定されてしまう危険性もある。 
特徴６つ目 【 公共性 】 
  インターネットは公共の場である。 
  自分や仲間たちだけのプライベートな空間ではない。 

〔株式会社 NTT ドコモ スマホ・ケータイ安全教室ポイントブック より引用〕 
インターネットは、公共のものであり、利用者の思いやりで成り立っていると先生は思います。多くの利用者

が正しい利用をしていても、一部の人の行為により危険なものという印象にもなってしまいます。ぜひ、みなさ

んも今一度、インターネットの利用の仕方を見直して欲しいと思います。キーワードは“思いやり”ですよ。 

充実した夏休みを過ごせていますか？ 

送信した情報
が、残り続ける
可能性を考え
ないといけな
いね。 


